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日本郵船歴史博物館CSR

　
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
日
本
の
近
代
化
の
歴
史
は
、
国
際
海

運
の
歴
史
で
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
に
密
接
に
関
わ
る

海
運
か
ら
総
合
物
流
に
つ
な
が
る
歴
史
を
広
く
一
般
の
方
々
に

伝
え
、未
来
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は
、１
８
８
５
年
創
業
の

当
社
の
大
切
な
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
日
本
郵
船
歴
史
博
物
館
は
１
９
９
３
年
の
開
館
以
来
、
常
設

展
で
は
、
近
代
日
本
海
運
の
黎
明
期
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
を

当
社
の
社
史
を
通
し
て
紹
介
。
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
た

映
像
を
中
心
に
、貴
重
な
写
真
や
客
船
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、絵
葉
書
、

モ
デ
ル
シ
ッ
プ
な
ど
を
展
示
し
、
近
代
日
本
の
海
運
史
を
多
角

的
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、海
や
船

に
関
す
る
企
画
展
や
講
演
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
多
数
開
催
し
て
い
ま
す
。
当
館
の
入
館
者
数
は
、の
べ
約
47
万

人
に
達
し
ま
し
た
。「
日
本
郵
船
氷
川
丸
」な
ど
と
共
に
、
横
浜

港
の
近
代
化
産
業
群
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
７
年
７
月
17
日
の「
海
の
日
」に
は
、
天
皇
、
皇
后
両

陛
下
が
、当
館
を
ご
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
両
陛
下
は
、近
代
日
本

海
運
業
を
興
し
た
岩
崎
彌
太
郎
や
イ
ン
ド
の
タ
タ
商
会
と
共
同

で
開
設
し
た
ボ
ン
ベ
イ
航
路
、
戦
前
の
豪
華
客
船
に
乗
船
し
た

数
々
の
著
名
人
、戦
禍
で
の
壊
滅
、唯
一
残
っ
た
大
型
貨
客
船
氷

川
丸
か
ら
始
ま
っ
た
復
興
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
歴
史
の
展

示
を
熱
心
に
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
当
館
は
今
後
も
、
歴
史
的
資
料
の
散
逸
防
止
や
保
存
に
努
め

る
と
と
も
に
、「
モ
ノ
運
び
」が
人
々
の
生
活
に
ど
の
よ
う
に
関

わ
っ
て
き
た
か
を
伝
え
、
多
く
の
方
々
に
海
や
船
へ
の
親
し
み

を
深
め
て
い
た
だ
け
る
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

横
浜
郵
船
ビ
ル
に
つ
い
て

　
横
浜
郵
船
ビ
ル
は
１
９
３
６
年
、
関
東
大
震
災
で
倒
壊
し
た
旧

横
浜
支
店
ビ
ル（
１
８
８
８
年
竣
工
）
の
跡
地
に
建
て
ら
れ
ま
し

た
。外
観
は
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
様
式
、内
観
は
ア
ー
ル
デ
コ
の
建
物
で
、

正
面
に
並
ぶ
16
本
の
コ
リ
ン
ト
式
円
柱
が
大
き
な
特
徴
。
戦
後
連

合
国
軍
に
接
収
さ
れ
ま
し
た
が
、
１
９
５
４
年
全
面
返
還
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
再
び
日
本
郵
船
横
浜
支
店
と
し
て
使
用
さ
れ
、
現

在
は
一
階
部
分
が
日
本
郵
船
歴
史
博
物
館
に
な
っ
て
い
ま
す
。

海運の歴史と浪漫に触れる 
日本郵船歴史博物館

上／「海の日」にご来館された天皇、皇后両陛下
右／横浜郵船ビル外観

構　造：鉄筋コン クリート３階建
床面積：2440平 方メートル
設　計：和田順顕 建築事務所
施　工：大林組
起　工：1935年 ７月１日
落　成：1936年 10月１日
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最大船と同等の省エネ性能を実現

当社が運航する1万4000TEU（20
フィートコンテナ換算積載能力）型コ
ンテナ船「NYK BLUE JAY（エヌワ
イケイ・ブルー・ジェイ）」が、公益社
団法人日本船舶海洋工学会の「シッ
プ･オブ･ザ･イヤー2016」で、大
型貨物船部門賞を受賞しました。当
社が15隻 建 造する1万4000TEU
型コンテナ船シリーズの第1船で、
高水準の省エネルギー・環境負荷低
減性能が評価されました。

「NYK BLUE JAY」

の
で
、
１
９
９
０
年
か
ら
毎
年
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
当
社
グ
ル
ー
プ
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
１
９
９

０
年
に
客
船「
ク
リ
ス
タ
ル
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

（
現
在
の「
飛
鳥
Ⅱ
」）、
２
０
１
３
年
に
石
炭
船

「
S
O
Y
O
」が
大
賞
を
受
賞
し
、２
０
１
０
年

に
モ
ジ
ュ
ー
ル
船「
Y
A
M
A
T
A
I

」「
Y
 A 

M
A
T
O
」が
特
殊
船
部
門
賞
、
２
０
１
６
年

に
Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料
タ
グ
ボ
ー
ト「
魁（
さ
き
が
け
）」

が
技
術
特
別
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
大
型
貨
物
船
部
門
賞
を
受
賞
し
た

「
N
Y
K 

B
L
U
E 

J
A
Y
」は
、
当
社
と
ジ

ャ
パ
ン
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
㈱
が
開
発
し
た

１
万
４
０
０
０
Ｔ
Ｅ
Ｕ
型
コ
ン
テ
ナ
船
シ
リ
ー

ズ
の
１
番
船
に
当
た
り
ま
す
。
そ
の
コ
ン
セ
プ

シ
ッ
プ
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
」は
、公

益
社
団
法
人
日
本
船
舶
海
洋
工
学
会

が
日
本
国
内
で
竣
工
し
た
船
舶
と
海
洋
構
造

物
の
中
か
ら
特
に
優
れ
た
も
の
を
表
彰
す
る
も

シ
ッ
プ・オ
ブ・ザ・イ
ヤ
ー
２
０
１
６

大
型
貨
物
船
部
門
賞
を
受
賞

最
新
鋭
コ
ン
テ
ナ
船 「
Ｎ
Ｙ
Ｋ 

Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ 

Ｊ
Ａ
Ｙ
」

シップ・オブ・ザ・イヤー2016 大型貨物船部門賞を受賞最新鋭コンテナ船「NYK BLUE JAY」

4  NYKplus 2017   Autumn 2017   Autumn NYKplus  3



ト
は
、「
最
も
エ
コ
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
１
万
４
０

０
０
Ｔ
Ｅ
Ｕ
型
コ
ン
テ
ナ
船
」で
す
。

　
コ
ン
テ
ナ
船
は
こ
の
数
年
で
急
速
に
大
型

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。コ
ン
テ
ナ
１
個
当
た
り

の
輸
送
コ
ス
ト
を
下
げ
て
、国
際
的
な
海
運
会

社
間
の
競
争
に
勝
ち
抜
く
た
め
で
、他
社
の
運

航
船
で
は
２
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
型
の
コ
ン
テ
ナ
船
も
登

場
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
の
１
万
４
０
０
０
Ｔ
Ｅ
Ｕ
型
は
大
き
さ

と
い
う
意
味
で
は
目
新
し
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
同
船
は
、
世
界
初
の
新
技
術
の
採
用
や
、

必
要
な
積
載
能
力
を
確
保
し
た
最
小
寸
法
を

追
求
し
、
２
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
型
に
引
け
を
取
ら
な
い

単
位
輸
送
当
た
り
の
省
エ
ネ
性
能
を
実
現
し

ま
し
た
。

世
界
初
の
新
技
術
と
し
て
、
船
舶
の
心

臓
部
に
当
た
る
主
機
関
に
、
高
速
と

低
速
運
航
時
の
そ
れ
ぞ
れ
に
最
適
な
２
種
類

の
出
力
レ
ン
ジ
を
選
択
で
き
る「
デ
ュ
ア
ル
・

レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」を
採
用
し
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、一
つ
の
エ
ン
ジ
ン

で
性
能
の
異
な
る
２
種
類
の
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載

す
る
の
と
同
等
の
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
当
社
の
試
算
で
は
、従
来
の
１
万
３
０
０
０

Ｔ
Ｅ
Ｕ
型
の
コ
ン
テ
ナ
船
と
比
較
し
て
、１
Ｔ

Ｅ
Ｕ
当
た
り
の
燃
料
消
費
量
が
高
速
運
航
時

に
17
％
減
、
低
速
運
航
時
に
22
％
減
と
な
り
、

同
24
％
減
の
２
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
型
と
比
べ
て
も
低

速
運
航
時
に
は
ほ
と
ん
ど
差
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
コ
ン
テ
ナ
船
の
１
Ｔ
Ｅ
Ｕ
当
た
り
の
燃
料
消

費
量
は
積
載
量
が
多
い
ほ
ど
少
な
く
な
り
ま

す
が
、
そ
れ
は
満
載
が
前
提
で
、
消
席
率（
本

船
積
載
能
力
に
対
す
る
実
際
の
積
載
貨
物
量

の
割
合
）が
下
が
れ
ば
、そ
の
分
燃
費
効
率
も

悪
化
し
ま
す
。
貨
物
を
集
め
に
く
い
不
況
時
に

は
、１
万
４
０
０
０
Ｔ
Ｅ
Ｕ
型
の
方
が
２
万
Ｔ

Ｅ
Ｕ
型
よ
り
も
燃
費
効
率
が
良
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
他
の
１
万
４
０
０
０
Ｔ
Ｅ
Ｕ
型
コ
ン
テ
ナ
船

で
は
横
幅
が
51
ｍ
を
超
え
る
も
の
が
多
い
の
に

対
し
て
、「
N
Y
K 

B
L
U
E 

J
A
Y
」は
同

等
の
積
載
能
力
を
確
保
し
つ
つ
横
幅
を
50
・
６

ｍ
に
抑
え
ま
し
た
。
全
長
も
同
型
船
の
ほ
と
ん

ど
が
３
６
５
ｍ
を
超
え
る
の
に
対
し
て
３
６

４
・
15
ｍ
に
と
ど
め
ま
し
た
。

　
大
き
さ
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
抑
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
港
湾
費
用
を
節
約
で
き
る
上
に
、よ
り
多

く
の
港
湾
に
入
港
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。
２
０
１
６
年
に
開
通
し
た
パ
ナ
マ

運
河
の
新
レ
ー
ン
の
通
航
も
可
能
で
す
。

　
ま
た
、コ
ン
テ
ナ
を
貨
物
倉
内
に
18
列
×
11

段
、甲
板
上
に
20
列
×
９
段
置
く
こ
と
が
で
き
、

機
関
室
の
ス
ペ
ー
ス
を
最
小
に
抑
え
る
な
ど
し

て
積
載
効
率
を
極
限
ま
で
高
め
ま
し
た
。

　
通
常
の
コ
ン
テ
ナ
船
の
船
橋（
ブ
リ
ッ
ジ
）

は
船
尾
の
機
関
室
の
直
上
に
配
置
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、超
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
で

は
船
体
の
中
央
付
近
に
配
置
さ
れ
る
方
式
が
一

般
的
で
す
。コ
ン
テ
ナ
船
は
上
部
が
大
き
く
空

い
た
開
放
構
造
で
あ
る
た
め
、船
体
が
ね
じ
れ

デュアル・レーティングシステムを
採用した主機

シップ・オブ・ザ・イヤー表彰式
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や
す
い
と
い
う
弱
点
が
あ
り
ま
す
が
、船
尾
の

機
関
室
と
居
住
区
を
分
離
し
て
配
置
す
る
こ

と
で
、機
関
室
と
居
住
区
の
２
カ
所
で
ね
じ
り

を
押
さ
え
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、船
体
中
央
部
の
船
橋
と
船
尾

の
フ
ァ
ン
ネ
ル
下
の
機
関
室
と
の
距
離
が
遠
く

な
り
、連
携
が
取
り
に
く
く
な
る
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
を
解
消
す
る
の
が
、

集
中
監
視
制
御
装
置（
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー

ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
）で
す
。
こ

の
装
置
に
よ
っ
て
船
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
の

確
認
を
一
つ
の
画
面
で
行
え
る
よ
う
に
な
る
と

と
も
に
、機
関
士
と
航
海
士
が
デ
ー
タ
を
効
率

良
く
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

運
航
の
効
率
性
や
安
全
性
の
研
究
に
役

立
て
る
た
め
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
も
活
用

し
ま
す
。
当
社
グ
ル
ー
プ
の
㈱
Ｍ
Ｔ
Ｉ
が
開
発

し
た
運
航
状
態
や
燃
費
に
関
す
る
デ
ー
タ
を

船
陸
間
で
タ
イ
ム
リ
ー
に
共
有
で
き
る
装
置

「
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｓ（Ship Inform

ation M
anage-

m
ent System

）２
」を
搭
載
し
、航
海
中
の

推
進
性
能
を
把
握
し
て
省
エ
ネ
運
航
に
つ
な

げ
ま
す
。

運

航

デ

ー

タ

を

タ

イ

ム
リ

ー

に

共

有

PERSON @NYK

安
全
運
航
の
た
め
に
、“
船
内
融
和
”で

よ
り
良
い
チ
ー
ム
を
つ
く
り
た
い

海務グループ

調査役・船長　小西 智子さん

8  NYKplus 2017   Autumn 2017   Autumn NYKplus  7



船長として最も大切にしたいの
が“船内融和”。「同じご飯を食
べて同じ船で眠る者同士、皆で
一緒に進んでいきたいです」

PERSON @NYK

後
輩
の
女
性
海
技
者
が
後
に
続
き
、

活
躍
で
き
る
道
づ
く
り
を

⎜ 
航
海
士
を
志
し
た
き
っ
か
け
は
。

　
父
親
が
ヨ
ッ
ト
に
乗
っ
て
い
た
の
で
、
小
さ
い
頃
か
ら
海
が
好
き
で
し

た
。
小
学
生
の
時
に
機
雷
を
排
除
す
る
掃
海
艇
を
見
学
し
て
か
ら
海
上

自
衛
官
に
憧
れ
、
海
で
の
仕
事
を
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
航
海
士
と
い
う

職
業
を
知
り
ま
し
た
。
貨
物
船
を
動
か
し
て
日
本
の
経
済
を
支
え
て
い
る
。

こ
う
聞
い
て
、
誰
か
の
役
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
そ
う
な
仕
事

だ
な
と
魅
力
を
感
じ
、商
船
学
校
に
進
み
ま
し
た
。

⎜ 
実
際
に
な
っ
て
み
て
い
か
が
で
し
た
か
。

　
想
像
ど
お
り
で
し
た
。
例
え
ば
、
自
動
車
船
に
乗
っ
て
日
本
で
生
産
し

た
車
を
中
近
東
ま
で
運
ぶ
と
、
こ
れ
が
砂
漠
を
走
る
ん
だ
な
、
と
イ
メ
ー

ジ
が
湧
き
ま
す
。
日
本
の
貿
易
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
実
感
が
持

て
る
瞬
間
は
、特
に
充
実
感
が
あ
り
ま
す
ね
。

⎜ 
航
海
士
・
船
長
の
業
務
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
当
社
の
外
航
船
は
20
人
前
後
の
乗
組
員
が
乗
船
し
て
い
ま
す
。
業
務
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
４
時
間
交
代
の
航
海
当
直
に
加
え
て
、
例
え
ば
一
等

航
海
士
は
船
全
体
の
整
備
と
貨
物
の
ケ
ア
、二
等
航
海
士
は
海
図
を
使
っ

た
針
路
の
策
定
、三
等
航
海
士
は
救
命
艇
な
ど
装
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と

い
っ
た
役
割
も
あ
り
、
船
長
は
全
体
指
揮
を
執
っ
て
い
ま
す
。
仮
に
急
病

人
が
出
て
も
火
災
が
起
き
て
も
、
自
分
た
ち
で
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
の
で
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
事
で
す
。

⎜ 
初
の
女
性
船
長
に
な
っ
た
感
想
は
。

　
船
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
女
性
は
世
界
に
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
が
、
船
長
に
な
る
ハ
ー
ド
ル
は
男
性
よ
り
女
性
の
方
が
高
い
と
い
う
認

識
が
、
世
界
で
も
ま
だ
一
般
的
だ
と
思
い
ま
す
。
当
社
は
私
が
初
の
女
性

海
技
士
と
し
て
採
用
さ
れ
た
２
０
０
４
年
以
降
、
女
性
海
技
士
を
毎
年
採

用
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
私
が
船
長
に
な
っ
た
こ
と
で
、
後
輩
が
後
に
続

い
て
く
れ
る
道
が
で
き
た
の
は
嬉
し
い
で
す
。

⎜ 
目
指
す
船
長
像
は
あ
り
ま
す
か
。

　
船
に
乗
る
皆
が
、
安
全
運
航
と
い
う
目
的
に
向
か
っ
て
、一
緒
に
進
ん

で
い
け
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
船
長
の
仕
事
は
、

何
か
あ
っ
た
時
に
決
断
し
、
責
任
を
と
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、船
内
の
一
体
感
を
率
先
し
て
つ
く
る“
船
内
融
和
”も
大
き
な
役
割
だ

と
思
い
ま
す
。
皆
が
家
族
か
ら
長
く
離
れ
て
仕
事
を
し
ま
す
の
で
、
船
を

下
り
る
と
き
に
笑
顔
で
帰
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。

海図を広げて打ち合わせ。「旅行
が好きなので、航海中に海図を
見て興味をひかれた国へ、オフ
に出掛けることも多いですね」

■日本郵船の日本人船員の歴史
1885年の創業から約10年後の1896年、ボンベイ航路「廣島丸」で初めての日本人船長（島
津五三郎）が誕生。1920年には船長、機関長、通信長、事務長など約1400人の高級船員
全てを日本人で占める。2004年に業界他社に先駆けて女性海技者を採用し、2006年から
一般大学卒業生を海技者として採用する自社養成を開始。2017年４月、会社設立以来132
年目で初の女性船長が誕生。現在は海技者約600人を抱え、うち19人が女性となっている。

小
こ

西
にし

 智
とも

子
こ

 さん
2004年に鳥羽商船高等専門学校を卒業し、初の女性海技者
（航海士）として日本郵船に入社。女性海技者の先駆者としてコ
ンテナ船、自動車専用船、ＬＮＧ船などで乗船経験を積み、自動
車船グループでの陸上勤務を経て、2017年４月１日付で当社初
の女性船長に。現在は海務グループに所属している。

帽子の装飾や袖章で、階級や職務がわかります。
「船長の袖章は、金筋が４本あります。当社の制
服は、飾りループが菱形なのが特徴です」
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５
％
だ
っ
た
既
存
シ
ス
テ
ム
か
ら
０
・
３
％
程
度

向
上
し
ま
し
た
。「
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｙ−

Ｖ 

ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」の

導
入
メ
リ
ッ
ト
に
は
、Ａ
Ｉ
機
能
の
活
用
に
よ
り
、

発
電
所
や
工
場
に
人
間
の
手
が
関
わ
る
こ
と
を

極
限
ま
で
減
ら
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
Ｉ

ｏ
Ｔ
機
能
で
は
、
例
え
ば
海
外
の
プ
ラ
ン
ト
に
設

置
し
た
同
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
、
プ
ラ
ン
ト
の
稼
働

状
況
を
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
常
時
把
握
で
き
、メ

ン
テ
ナ
ン
ス
能
力
の
向
上
が
図
れ
ま
す
。

　
「
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｙ−
Ｖ
」は
こ
れ
ま
で
国
内
に
導
入
し

て
き
ま
し
た
が
、「
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｙ−

Ｖ 

ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」は

量
産
化
を
可
能
と
し
、販
売
先
を
積
極
的
に
海
外

に
拡
大
し
ま
す
。
導
入
対
象
と
な
る
ボ
イ
ラ
の
市

場
規
模
は
、
国
内
で
１
５
０
〜
１
７
０
基
、
ア
ジ

ア
で
は
２
０
０
０
〜
３
０
０
０
基
。
当
社
グ
ル
ー

プ
の
技
術
力
で
、
新
市
場
の
開
拓
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
発
電
所
や
工
場
で
使
用
さ
れ
て
い
る
ボ
イ
ラ

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
運
転
状
態
が
変
化
し
、

投
入
す
る
燃
料
の
一
時
的
な
過
不
足
に
よ
っ
て
制

御
が
不
安
定
に
な
り
ま
す
。既
存
の「
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｙ−

Ｖ（
ア
ル
テ
ィ
ヴ
イ
）」は
そ
の
ボ
イ
ラ
の
燃
焼
制

御
の
最
適
化
を
図
り
、
安
定
し
た
プ
ラ
ン
ト
運
転

で
燃
料
消
費
を
削
減
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
今
回
、
郵
船
商
事
㈱
、
出
光
興
産
㈱
、
当
社
が

共
同
開
発
し
た「
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｙ−

Ｖ 

ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
（
ア

ル
テ
ィ
ヴ
イ 

プ
ラ
ス
）」に
は
、「
自
己
計
測
」「
自

己
分
析
」「
自
己
判
断
」の
一
連
の
動
作
を
行
え

る
Ａ
Ｉ
機
能
を
導
入
。こ
れ
に
よ
り
ボ
イ
ラ
の
微

妙
な
変
化
を
捉
え
、
内
部
に
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
に

基
づ
い
て
、
よ
り
高
精
度
の
ボ
イ
ラ
制
御
を
行
え

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
能
の
搭
載
に
よ
り
、
ボ
イ
ラ
の

遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
や
現
場
カ
メ
ラ
、
各
種
デ
ー

タ
を
記
録
す
る
装
置
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
連
携
す

る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
出
光

興
産
㈱
の
石
炭
高
効
率
燃
焼
技
術
、石
炭
の
銘
柄

別
解
析
技
術
を
活
用
し
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
集
積

さ
れ
る
ボ
イ
ラ
デ
ー
タ
と
プ
ラ
ン
ト
の
最
適
化
制

御
の
運
用
状
況
を
診
断
。
さ
ら
な
る
燃
焼
効
率
改

善
や
経
済
性
向
上
、環
境
負
荷
低
減
の
た
め
の
運

転
指
導
な
ど
、
多
様
な
技
術
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し

て
い
く
計
画
で
す
。

　
「
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｙ−

Ｖ 

ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」の
燃
料
削
減
率
は

Ａ
Ｉ
と
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
能
の
搭
載
に
よ
り
、
１
〜
１
・

環
境
負
荷
低
減
な
ど
多
様
な
技
術
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

ボイラ最適化システムに AI・IoT 機能Creative Solutions Creative Solutions
きらり技術力

ボイラ最適化システムにAI・IoT機能
当社グループの技術力 を支える商社が、船舶用の燃料や機器などを扱う郵船商事㈱です。
同社の陸上部門の主力 製品の一つが、発電所などで使用される石炭ボイラの燃焼制御を最
適化するシステム。こ の進化版として、AI（人工知能）とIoT（モノのインターネット化）の
機能を追加搭載した新 型「ULTY-V plus」を出光興産㈱、当社との3社で共同開発しました。

「ULTY-V plus」の機能イメージ

接続

インターネット

発電所・工場

データセンターULTY-V plus

既存ボイラ制御システム

プラント
IoT サービス（例）
●遠隔監視
●保守点検
　サービス
●高効率・
　最適運転支援
●石炭銘柄別解析発電機 タービン 石炭ボイラ
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TOPICS & NEWS ─  2017 年 4 月〜 9 月 TOPICS & NEWS

NYKニュース
2年連続「攻めのIT経営銘柄」に選定
当社は、東京証券取引所と経済産業省が共同で選定する「攻めのIT経営
銘柄2017」に、船舶IoTの活用深化などITへの積極的な取り組みおよび
IT政策に関する適正なガバナンスを確保している社内体制が高く評価さ
れ、2年連続で選ばれました。「攻めのIT経営銘柄」は、東京証券取引所
の上場会社の中から、新たな価値の創造、経営革新、収益水準・生産性
の向上をもたらす積極的なIT利活用に取り組んでいる企業を選定・公表
するものです。 （2017年5月）

ベトナムの完成車物流会社が同国政府から設立認可取得
当社とVietnam Ocean Shipping Agency Corporationの合弁会社で
ある完成車物流会社NYK Auto Logistics （Vietnam）社（以下NALV社）
が、6月16日にベトナム政府から設立に係る正式認可を取得し、近くサー
ビスを開始する見通しとなりました。当社は現在、世界18カ国の自動車
物流事業会社に出資しており、ベトナムは19カ国目となります。RORO
船による完成車の海上輸送事業と内陸輸送を連携させた総合的なサービ
スを提供しており、今後はベトナム国内においても、NALV社を中心とし
て高品質なサービスを積極的に展開します。 （2017年6月）

フィリピン商船大学NTMAが開校10周年
当社は、フィリピンのトランスナショナル・
ダイバーシファイド・グループ（以下TDG）
と共同運営する商船大学NYK-TDG 
MARITIME ACADEMY （以下NTMA）
の開校10周年を記念して、7月8日にフィ
リピン・マニラ近郊カランバ市カンルー
バンの同校で創設10周年記念式典を開催しました。式典には、ローラ
ンド・ゲバラ・アルバラード在比パナマ大使ら多数の来賓を迎え、TDGの
ロベルトC.デルガド会長、当社相談役の宮原耕治、在校生・卒業生や
関係者など約2200人が出席しました。 （2017年7月）

安全荷役ガイドライン「Essential-15」をデジタル化
当社はドライバルク貨物の輸送品質
向上のための安全荷役ガイドライン
「Essential-15」を紙媒体からアニメー
ションを含むデジタル媒体へと刷新し、
船主・船舶管理会社を通じて当社が運
航するバルカー約180隻に配布しまし
た。「Essential-15」は、鉄鉱石や石炭を輸送するバルカーの荷役中の
重大事故を未然に防ぐため、乗組員が最低限守るべき15項目。刷新した
「Essential-15」では、知識と経験のレベルや母語が異なる船長・航海士
などに広く浸透し、知識の深度化や船陸間のコミュニケーションツールとし
ての寄与が期待できます。 （2017年8月）

海運業界ニュース
コンテナ船統合会社「ONE」、来年4月に事業開始へ

　当社が川崎汽船㈱、㈱商船三井とともに3社で出資するコンテナ船事
業の統合会社「オーシャン・ネットワーク・エクスプレス（ONE）」が7月7
日、設立されました。これまでコンテナ船事業は3社個別に展開してき
ましたが、統合で事業規模を飛躍的に拡大するとともに、3社が培って
きたノウハウとベストプラクティスを結集します。コンテナ船事業におい
て、3社はこれまで業界中堅という位置付けでしたが、今回の統合で新
会社「ONE」は世界第6位の規模を持つコンテナ船社として誕生しました。
事業開始は来年4月1日を予定しています。
　「ONE」には当社が38％を出資し、さらに川崎汽船㈱と㈱商船三井の
2社がそれぞれ31％を出資しています。東京に持株会社を設立するとと
もに、主体となる事業運営会社「Ocean Network Express Pte.Ltd.」を
シンガポールに設立。この事業運営会社のトップには、当社出身のジェ
レミー・ニクソン氏がCEOとして就任しました。
　「ONE」設立に至った背景には、コンテナ船事業における環境の急激な
変化があります。コンテナ船業界では近年、船社間の買収・合併など再
編が進み、規模を持った大手船社が収益性の面でより優位となる傾向が
目立つようになってきました。当社を含む3社は、これまで個別にコンテ
ナ船事業を展開し、徹底したコスト削減や効率的な事業運営を武器に大
手コンテナ船社と競ってきましたが、将来にわたって競争力を維持してい
くためには、やはり規模を持つことも必要となってきていたのです。3社
のコンテナ船事業を統合することで、大手船社と競うための規模を手に
し、さらに強みである効率性・コスト競争力とを掛け合わせることで、コ
ンテナ船業界での勝者を目指す。これが「ONE」設立の狙いです。
　業界内における3社の現在のシェア順位は、当社が11位、㈱商船三
井が10位、川崎汽船㈱が15位。統合により生まれる新会社「ONE」の
事業規模はコンテナ船運航規模で約240隻・140万TEU。世界約90カ
国に拠点を持つ業界第6位のコンテナ船社となります。統合で手にした
規模と、3社それぞれが持ち寄る知見を武器に、「ONE」が世界に挑みます。

右から、当社社長 内藤忠顕、Ocean Network Express Pte. Ltd. ジェレミー・ニクソンCEO、
㈱商船三井 池田潤一郎社長、川崎汽船㈱ 村上英三社長
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臨港列車の運行は、戦争に
より16年間中断したものの、
1957年に｢氷川丸｣出帆の
ために再開されました。2年
後に同船で宝塚歌劇団がア
メリカ公演に出発する際には
5000人もの見送りの人びと
が詰め掛けました。

「横浜港駅」はかつて横浜港と東京駅をつないだ臨港列車の駅
の一つで、埠頭を出入りする客船の乗下船客だけでなく、送迎
の人々も大勢利用する駅でした。臨港列車の第一号は、1920
年7月23日に出帆した当社のシアトル航路｢香取丸｣向けに
運行されました。1960年｢氷川丸｣が最後の航海を終え、臨
港列車もその歴史の幕を閉じましたが、横浜赤レンガパーク内
に臨港列車の線路と、かつての「横浜港駅」プラットホームの一
部が残っています。その上から横浜港や赤レンガ倉庫を眺める
と、当時の人々と同じ景色に思いを馳せることができます。

N Y K トリビア

海の玄関口「横浜港駅」
本誌の中でご紹介した

記事の中から、わかりにくい
専門用語を解説します。

【 日本郵船氷川丸 】〈にっぽんゆうせんひかわまる〉� 1ページ

貨客船 “氷川丸”は1930年に横浜船渠※で建造され、北米シア
トル定期航路に就航した。戦時中は海軍特設病院船、終戦直後
は復員船、引揚船として使用された。1961年から山下公園に係
留され、横浜の観光振興と海事思想の普及に貢献。2016年に海
上で保存されている船舶で初めて重要文化財に指定された。
※横浜船渠： 1935年に三菱重工業と合併し、三菱重工業横浜船渠となる。後の

三菱重工業横浜造船所。

【 シップ・オブ・ザ・イヤー 】〈しっぷ・おぶ・ざ・いやー〉� 3ページ

公益社団法人日本船舶海洋工学会が授賞するシップ・オブ・ザ・
イヤーは、日本で建造された船舶の中から、技術的・芸術的・社
会的に優れた船を選考して与えられる。1990年から毎年開催さ
れており、「シップ・オブ・ザ・イヤー」大賞のほかに大型貨物船、
大型客船など7つの部門賞がある。

【   SIMS（Ship Information Management System 
＝シップ・インフォメーション・マネジメント・システム） 】〈しむす〉� 7ページ

当社とグループ会社の㈱MTIが共同で開発した、船上のさまざま
なデータを船陸でモニタリングし、最適運航に活用するためのシ
ステム。船上のデータを計測・表示・送信するための船側システ
ムと、陸上で船上データを閲覧・分析するための陸側システムの
二つのシステムで構成されている。今後は船舶ビッグデータ活用
の基盤システムとなることが期待されている。

【 海技者 】〈かいぎしゃ〉� 9ページ

国家資格の海技士資格を取得して主に大型船舶に乗り組む船舶
職員の総称。運航、荷役に関する業務を担当する航海士と、エンジ
ンなど船内の機器を管理する機関士の2種類の職種があり、1隻
の船に船長・機関長と一等から三等までの航海士・機関士が乗船
する。日本の海運会社が運航する船舶でも、近年はフィリピンなど
外国人の海技者が多くを占めている。日本人海技者は、船上勤務
だけでなく船舶管理や営業支援などの陸上業務でも活躍している。

【 商船高等専門学校 】〈しょうせんこうとうせんもんがっこう〉� 9ページ

商船に関する学科を置いている高等専門学校（高専）のこと。旧
商船大学の東京海洋大学、神戸大学海事科学部などと共に日本
の主要な船舶職員養成機関。現在全国に富山、鳥羽、弓削、広島、
大島の5つの商船高専（いずれも独立行政法人国立高等専門学
校機構）が置かれている。高専の修業年限は通常5年だが、商船
に関する学科は5年6カ月（座学4年6カ月、航海実習1年）。

現在のプラットホーム跡横浜港駅のプラットホームと臨港列車
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オセアニアグランドクルーズ
区間乗船パッケージ登場

オークランドに停泊する飛鳥Ⅱ（撮影：中村庸夫）

　
２
０
１
８
年
1
月
、
5
年
ぶ
り
の
実
施
と
な

る「
オ
セ
ア
ニ
ア
グ
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ズ
」に
区

間
乗
船
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
が
登
場
し
ま
し

た
。
10
〜
25
日
間
の
全
6
コ
ー
ス
で
、
幅
広
い

プ
ラ
ン
か
ら
選
択
が
可
能
で
す
。

　
「
プ
レ
ミ
ア
プ
ラ
ン
」で
は
ヌ
ー
メ
ア
で
の

下
船
後
、ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
の
イ
ル
デ
パ
ン

で
5
つ
星
リ
ゾ
ー
ト
に
滞
在
し
ま
す
。
他
に
も
、

乗
船
前
に
世
界
遺
産
エ
ア
ー
ズ
ロ
ッ
ク
を
訪

ね
る
ツ
ア
ー
や
フ
ィ
ヨ
ル
ド
通
航
の
ハ
イ
ラ

イ
ト
区
間
を
楽
し
む
プ
ラ
ン
な
ど
充
実
の
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
で
す
。
乗
船
前
後
の
飛
行
機
で
の

ご
移
動
や
観
光
に
は
、添
乗
員
が
同
行
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
ツ
ア
ー
で
も
フ
ル
ク
ル
ー
ズ
と

同
様
、
シ
ド
ニ
ー
停
泊
中
に
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で

行
う「
オ
ペ
ラ
・
ア
リ
ア
コ
ン
サ
ー
ト
」へ
ご

案
内
す
る
ク
ル
ー
ズ
特
典
が
付
い
て
い
ま
す
。

■ 初春クルーズ ●
2018年1月5日金 横浜発～8日月祝  横浜着 旅行代金 156,000～786,000円

■ 新春の博多・横浜クルーズB ●●
2018年1月23日㊋ 博多発～25日木 横浜着 旅行代金 104,000～524,000円

■ 2018年オセアニアグランドクルーズ ●
Aコース  2018年1月28日日 横浜発～3月7日水 横浜着
Bコース  2018年1月29日月 神戸発～3月8日木 神戸着
 旅行代金 1,925,000～9,550,000円
区間乗船パッケージツアー ---------------------------------------------------------------------

プレミアプラン  2018年2月11日日 成田・羽田発～28日水 成田・関空着
 旅行代金 1,880,000～2,911,000円
AAコース  2018年2月7日水 成田・羽田発～21日水 成田・関空着
 旅行代金 1,498,000～2,321,000円
BBコース  2018年2月7日水 成田・羽田発～21日水 成田・関空着
 旅行代金 1,100,000～2,261,000円
CCコース  2018年2月11日日 成田・羽田発～21日水 成田・関空着
 旅行代金 1,180,000～2,000,000円
DDコース    2018年1月28日日 横浜発～2月21日水 成田着 

 旅行代金 1,380,000～3,384,000円 
2018年1月29日月 神戸発～2月21日水 関空着 
 旅行代金 1,330,000～3,261,000円

EEコース    2018年2月11日日 成田・羽田発～3月7日水 横浜着 
 旅行代金 1,598,000～3,543,000円 
2018年2月11日日 成田・羽田発～3月8日木 神戸着 
 旅行代金 1,670,000～3,667,000円

■ 神戸発着 日向ウィークエンドクルーズ 
2018年3月9日金 神戸発～11日日 神戸着 旅行代金 94,000～472,000円

■ 春の神戸・横浜クルーズ 
2018年3月11日日 神戸発～13日㊋ 横浜着 旅行代金 84,000～420,000円

■ 春うらら 熊野・四日市クルーズ 
2018年3月13日㊋ 横浜発～16日金 横浜着 旅行代金 117,000～590,000円

■ A-styleクルーズ～春
はる

彩
いろ

～ 
2018年3月16日金 横浜発～18日日 横浜着 旅行代金 104,000～524,000円

■ 陽春の土佐・薩摩クルーズ ●
2018年3月18日日 横浜発～23日金 横浜着 旅行代金 260,000～1,310,000円

下記の各種キャンペーンや割引などが設定されています。

●＝区間コース販売
●＝フリードリンクキャンペーン
●＝A・Cスイート体験キャンペーン

●＝  アスカクラブ20％特別割引※ 
（Kステート、Sロイヤルスイートは対象外）

●＝  グループ割引※

※  アスカクラブ20％特別割引、グループ割引を適用の場合、株主優待割引はご利用いただけません。ご了
承ください。その他のコース、割引などの詳細は下記までお問い合わせください。

飛鳥Ⅱクルーズスケジュール （2018年1月～2018年3月 ※抜粋） CRUISE LOGBOOK
クルーズ情報

お問い合わせ
TEL	045-640-5301
FAX	045-640-5366
https://www.asukacruise.co.jp/

（営業時間／9：30～17：00　土・日・祝を除く）
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ＮＹＫと ぶ ど う の は な し

ぶどうの輸入量が、近年急増しています。ほぼ
全量が海上輸送されており、皮ごと食べられる
品種が多いようです。オーストラリア産は2014
年、低温処理による消毒を条件として輸入解禁
されました。オーストラリア内の施設または海上
輸送中のコンテナで低温処理を行っています。

出典：東京税関資料「生鮮ぶどうの輸入」


